
①仕訳問題 

１．商品￥10,000 の注文をし、手付金として現金￥2,000 を支払った。 

ア．現金 イ．普通預金 ウ．前払金 

エ．前受金 オ．売上 カ．仕入 

 

２．得意先から売掛金￥108,000 を小切手で回収した。 

 ア．現金 イ．当座預金 ウ．売掛金 

エ．買掛金 オ．売上 カ．仕入 

 

３．店舗の駐車場として使用されている土地の本月分賃借料￥54,000 が普通預金口座から引き落とされ

た。 

 ア．当座預金 イ．普通預金 ウ．受取家賃 

エ．受取地代 オ．支払家賃 カ．支払地代 

 

４．営業活動用の中古車を￥720,000 で購入し、代金は月末に支払う事とした。 

 ア．売掛金 イ．車両運搬具 ウ．買掛金 

エ．未払金 オ．未収入金 カ．仕入 

 

５．期首に、不用になった備品（取得原価￥300,000、減価償却累計額￥240,000、直接法）を、￥70,0000

で売却し、代金は月末に受け取る事とした。 

 ア．現金 イ．未収入金 ウ．備品 

エ．減価償却累計額 オ．固定資産売却益 カ．固定資産売却損 

 

６．1 株あたり￥100,000 で 100 株の株式を発行し、全ての払込みを受けて株式会社を設立した。全ての

金額は、普通預金に払い込まれた。 

 ア．現金 イ．当座預金 ウ．普通預金 

エ．資本金 オ．利益準備金 カ．資本準備金 

 

②決算整理仕訳 

次の文から決算必要になる処理を読み取り、決算で必要になる仕訳をして下さい。なお、勘定科目群から

勘定科目を選んで仕訳をする事（会計期間：X５年 4 月 1 日～X６年３月３１日） 

借入金：￥3,000,000 

借入金について、利息 2％、借入期間：X５年 8 月 1 日より 1 年間、返済時に利息と合わせて返済をする。 

 

勘定科目群 

 ア．当座預金 イ．普通預金 ウ．受取利息エ．支払利息 オ．借入金 カ．貸付金 

 キ．未払利息 ク．未収利息 ケ．前払利息 コ．前受利息  



解答 

①仕訳問題 

設問 借方 金額 貸方 金額 

1 ウ（前払金） 2,000 ア（現金） 2,000 

2 イ（当座預金） 108,000 ウ（売掛金） 108,000 

3 カ（支払地代） 54,000 イ（普通預金） 54,000 

4 イ（車両運搬具） 720,000 エ（未払金） 720,000 

5 イ（未収入金） 70,000 ウ（備品） 

オ（固定資産売却益） 

60,000 

10,000 

6 ウ（普通預金） 10,000,000 エ（資本金） 10,000,000 

 

②決算整理仕訳 

設問 借方 金額 貸方 金額 

 エ．支払利息 2,000 キ．未払利息 2,000 

 

②決算整理仕訳 解説 

 

今回の問題は、「見越処理」です。 

今回は借入日～返済日までの間に「決算」がありますので、決算時点での費用を確定させる必要がありま

す。 

 

 

 

当期利息  

借入~決算まで 4 カ月間  

 

「借入金：￥3,000,000、借入金について、利息 2％、借入期間：X５年 8 月 1 日より 1 年間」 

の条件より、 

当期利息を求める式：3,000,000 × 2%×
4カ月

12カ月
= 2,000円 

となります。そのため 2,000 円が当期経過分の利息となる事から、 

借方「支払利息」 そして貸方は「まだ払っていないので」→「未払利息」となります。 

 

借方 金額 貸方 金額 

エ．支払利息 2,000 キ．未払利息 2,000 

 

 

決算 3/31 借入日 8/1 返済日 7/31 

 


